
                                              

令和 3年 12月 1日 

各位 

豊橋信用金庫 

 

「令和 3 年度 とよしん食農セミナー」を開催しました。 
 

 

豊橋信用金庫（理事長：山口 進）は、令和 3 年 11 月 17 日（水）に、標記セミナーを開催しました。 

今回のセミナーは二部構成になっており、第一部ではコロナ禍で急拡大している産直サイトにお

いて利用率 No.1の「食べチョク」を運営する株式会社ビビッドガーデン 生産者サポート 伊藤勝吾

氏にご講演いただきまました。伊藤氏からは、生産者が値決めや直接農産物を発送できる｢食べチョ

ク｣の仕組みだけでなく、ECにチャレンジする生産者のための｢写真の撮り方｣｢文章の作り方｣｢消費

者をファンにする取組｣等についてお話がありました。 

また、第二部では｢地域の施設園芸に貢献する植物対話型スマート農業生産技術｣をテーマに国立

大学法人豊橋技術科学大学 機械工学系 教授 先端農業・バイオリサーチセンター副センター長 

髙山弘太郎氏にご講演いただきました。髙山教授からは農業の未来にワクワクする様な最先端の農

業技術の動向を説明いただき、技術の仕組や考え方を分かり易く説明いただきました。受講者から

は SDGｓに絡んだ農業の将来像などについて様々な質問がありました。 

 

 

 

実施概要 

日   時 ： 令和 3 年 11 月 17 日（水） 14:00～15:30 

開催方法 ： オンライン方式 ※Zoom「ウェビナー」機能を利用 

参 加 費 ： 無料 

参 加 者 ： 約 70 名  

対   象 ： 地域農業関連事業者など 

第 一 部 ： 「こだわりの生産者と消費者をツナグ」 

～産直サイト「食べチョク」の可能性と生産者の販売事例～  

    株式会社ビビッドガーデン 食べチョク生産者サポート 伊藤 勝吾 氏 

第 二 部 ： 「地域の施設園芸に貢献する植物対話型スマート農業生産技術」 

 

※セミナーの配信風景 ㈱ビビッドガーデン 伊藤勝吾氏（左）と豊橋技術科学大学 髙山弘太郎教授（右） 



         国立大学法人豊橋技術科学大学 機械工学系 教授 

先端農業・バイオリサーチセンター 副センター長 髙山 弘太郎 氏 

主   催 ： 当金庫 

共   催 ： ㈱サイエンス・クリエイト 

後   援 ： 国立大学法人豊橋技術科学大学 先端農業・バイオリサーチセンター 

 

豊橋信用金庫について 

当金庫は、愛知県三河地域と静岡県西遠地域を営業区域として、地元の中小企業や住民の皆

様が会員となって、お互いに助け合い、お互いが発展していくことを共通の理念として運営している

相互扶助型の金融機関です。 

金融機能の提供にとどまらず、SDGs（持続可能な開発目標）を日々の信用金庫活動に結びつけ、

経済・社会・環境の分野に関する取組みを通じ、地域金融機関として、地域社会の課題解決を実践

し、持続可能な社会の実現に向けて取組んでいます。 

 

【会社概要】 

会社名：豊橋信用金庫 

所在地：愛知県豊橋市小畷町 579 番地 

代表者：理事長 山口 進 

URL：https://www.toyo-shin.co.jp/ 

事業内容：預金業務、貸出業務、有価証券投資業務、内国為替業務、外国為替業務 等 

 

以 上 

 

 

【本件に関するお問い合わせ先】 

豊橋信用金庫 事業支援部（担当：前田）  

☎ 0532－57－7033 

E-mail：shien@toyo-shin.co.jp 
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